	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　１０月　１４日（水）

司会　本川　沙織　　　　記録　小泉　彰

	市島
	佐々木
	松橋
	中野
	滝田
	小泉
	岩藤
	本川
	小林
	

	深夜
	○
	準夜
	公休
	○
	○
	○
	○
	○
	

	赤坂
	加藤
	木村
	音喜多
	水上
	半澤
	山田
	荒木田
	佐藤

（栄）
	

	○
	○
	公休
	深夜
	準夜
	公休
	業務
	公休
	公休
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜患者様連絡事項＞

· 患者様の不在者投票があります。そのため、10月16日（金）の12時までに患者様の意志確認をしていきましょう。庶務でリストを作成して頂いていますので、チェックも忘れずに行なってください。

· スタッフも八戸市長・市議補欠選挙期日前投票選挙があります。病院で19日～24日の11時と12時に送迎がありますので、利用し投票してください。対象者は日程を確認し、投票日を病棟にある用紙に名前を記入してください。

· 栄養より、食事時間、病棟スタッフ・患者様が破損食器や異物混入を見つけた場合には速やかに委託業者スタッフへ申し出をし、新しい物と交換してもらうようお願い致します。また、病棟では食事サービス委員会で情報を伝えられるよう、記入していきましょう。

· 節約推進物流管理委員より、今月のラウンド時に女性のトイレの電気が、誰もいないのに電気がついていたとのことです。患者様が使用後に電気を消し忘れたとのことが考えられますが、スタッフもラウンド時に確認していきましょう。また、暖房がつくことにより、暖かい日についていることや、プログラムなどで不在の時には、消す様に意識していきましょう。特に23時には暖房が入らないのに、送風されている事がありますので、ラウンド時には注意していきましょう。患者様にも節約の意識を持っていただくために、10月19日（月）のナイトプログラムの時間を利用し、節約に協力して頂けるよう、自分の家ではどのように行動するのかなど、振り返りながら行なっていきましょう。

· 記録管理委員会より、ご家族や本人様の希望のサインがぬけていることがある為、早急に記入して頂くようお願いします。ケアプランを立てたら、患者様のサインも忘れずに、記入して頂いていただいてください。また、面会表や医師記録のスタッフのサイン、皮膚科等のサインのもれがあるため、記録管理よりもれがないよう工夫していきたいと思いますので、意見があればお願いします。

＜患者様情報＞

· 倉橋　生子様…本日10時30分～16時までご家族より、相続についての書類の手続　

きのため為、外出にいかれています。帰院後は、ご家族とスタッフで家族教育を実施しています。実施中、積極的に参加して頂き、入院前の本人の状態や対応についてスタッフに聞いています。引き続き、治療協力はして頂けるとの事です。

＜OT一週間の報告・検討＞

· 布施　邦雄様…気分の高揚、話し掛けやスタッフへに対し意見を話すときに声を　　　

荒げて話す事もあります。また、トラブルへ至っていませんが、大上なみ様に話し掛けが目立ち。うるさいと言われる事もあります。今後も、過度な話し掛けによりトラブルの可能性もあるので、要注目とし作業療法に取り組めるよう、声掛けしていきます。病棟側では、日課やプログラムへ参加することへの支障はありませんが、ナイトプログラムの小グループのリーダーになったことで、負担になり精神症状への影響がありますので、病棟スタッフは負担を軽減するよう、プログラム時には介入していきましょう。

· 八木橋　牧雄様…些細な会話や他者が下肢のムズムズがあり、歩いている事に対

し、声をだしうるさいと話すとあります。他者へは聞こえていない様子でトラブル等はありません。作業棟をかえ静かな環境を提供することはなすが、拒否されています。他者への過度な反応がある時には、不快に感じる事等はっきり本人様へ伝え、振り返りを行なっていきましょう。

· 小坂　君子様…英語をやりたいと希望聞かれているが、中学生を助けるためやら

なければならないと命令されるなど、妄想に左右された発言も聞かれています。作業のスタッフより、英語をやることにより、妄想を活発にさせてしまうと思い、ドリルを進めていますが、姉にならうので、作業ではやらないです。と話されることもあり、考えが定まらないことがあります。現在はレースあみをおこなっています。主治医へ情報提供しており、疲れたときは無理をしないようにし、レース編みを続けられるように声掛けしていきましょう。

· 清川　厚子様…現在編み物を行なっています。好きな事には集中しすぎてしまい、

日課へも支障がみられるため、作業では、１週間の予定を立てています。病棟では、日課を行なってから実施すること、自分に負担がかからないよう1時間以内で終了すること本人と決めていますので時間超過している場合には声掛けし、休養も大事であること説明していきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス・診察＞

· 滝澤　久江様…妄想に左右された発言聞かれており、日課へも遅れる事もありま

すが、数日で症状も改善されており、現在は幻聴もないこと情報提供しています。

診察→何をするわけでもなく家に帰りたいと話されています。面会にご家族が来られたら、外出を進めてください。

· 木村　梅子様…体調不良を理由に、水曜日以降入浴されていない状態です。体調

不良については、詳しくは話されずにいます。主治医へ情報提供し、何故入浴されなかったのか振り返り、次は入浴するように伝え、それでも入浴されなかった時には、前回は入ると話していたことを振り返り、繰り返し行なっていきましょう。

診察→診察で入浴するよう伝えられると、入りますと話されているため、入浴しているか確認していきましょう。

· 戸賀沢　潔様…隠れ飲水は1回スタッフで確認している。その他は、飲水制限は

守ることできているが、体重が日内で2kg増加がある為、隠れて飲水している可能性はあるとの事です。制限しているのであれば１kg程度の増加となるとのことで、水分摂取状況観察していきましょう。多弁さや、行動に落ち着きがない様子も、主治医へ情報提供しています。

診察→血糖値の異常があり、今以上体重が減るようであれば糖尿病の薬を処方していくとのこと。単独外出や退院の希望も聞かれているが許可にならず、水分や嗜好品・タバコが自己管理できるようになってから考えていくとの事です。多弁さや落ち着きにかけていることから、定期薬止めとし、精神神経用剤（リスペリドン）2mg　2錠増薬・血圧降下剤（カプトルナ）25mg2錠本日夕より臨時薬処方となっています。

· 山火　るい子様…娘様のもとにいく事に対しては、迷っている様子があること情

報提供しています。主治医より、迷っているのであれば、母様も高齢であるため、娘様の方へいくようすすめて行きましょう。

診察→診察では主治医上記の内容伝えられると、「行きます」と話される為、ご家族が来られたら、情報提供しすすめていきましょう。

· 佐々木　康子様…本人様より、単独での外出を希望されていますが、前回北病棟

で単独が外出にいかれ、そのまま無断で母様宅へ行かれる事もあった為、しばらくは単独での外出は指示はしないとのことです。

診察→昨日より不安や恐怖感・ソワソワし落ち着かないことや、悪いひとたちが自分を悪戯する、トラックやクラクションが怖いと訴え聞かれています。主治医より、入院しているため、悪戯される事はないこと説明し、了解されています。どうしても、恐怖感が強いのであれば、閉鎖病棟で移り休む方法もあること、説明し、恐怖感がある時にはスタッフへ伝える様に話されています。また、外泊では排便が気になるとのことで、主治医へ相談し、当日と外泊中は、下剤を服用しなくてもよいとアドバイスがあります。スタッフは覚醒時には、恐怖感や不安感の有無､傾聴や対応を伝えていきましょう。外泊時の下剤調整については本人様と話し合っていきましょう。

· 浅野　秀子様…時計の修理を妹様へ依頼していますが、主治医より、自分で出来

る能力があるため、1人で行なう様伝えています。本人様は修理は妹にお願いするが、支払いは自分の小遣いで行なうのとこです。また足がつる事があるとのことで体操をしていくようにアドバイスがあります。手の荒れはまだみられているので、石鹸は使用せず水のみで行う事、回数を減らしていくように伝えています。

· 鈴木　茂子様…体重が66kgから69kgへ増えているため、元の体重の66kgへ落

としていくよう主治医より話があります。間食を抑え、必要により運動を検討していきましょう。

















































